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するために，この研究では最近当研究室で開発した大型多重 NaI (TI)結晶検出器 (HERMES) 
を改良し"〆カマック方式電子回路及びPDP-1l/44オンライン計算機による多重信号処理法を開発し，
エネルギ一分解能，時間分解能， S/N比の向上を行った。且つ， RCNP偏極陽子による実験を可能に
するために， HERMESのFコース設置，偏極モニター装置の製作設置を行った。かくして， 40-65 
MeV偏極陽子反応による40-80MeVボンマ線の研究を世界で初めて成功させた。
実験は40，50及び65MeV偏極陽子を用いて行われllB(p，y)12Cと12C(p， y) 13Nのガンマ線の角分
布とアナライジングパワーが測定された。実験結果からガンマ線の角分布は核反応、の終状態の微視的
粒子構造に関係なく，電気双極型遷移に正パリテーの主に電気四極型と考えられる遷移が一定位相で
混在した角分布を示すが，中高エネルギーガンマ線のアナライジングパワーの角度依存性は，終状態
の粒子の軌道角運動量 lスピン角運動量sの結合方法トsによって変わることが示された。この結果
は，偏極陽子捕獲反応が，核反応電磁轄射機構及び核子の微視的構造の研究に有力であることをしめ
した優れた実験であるO 又， 40-80MeVの中高エネルギーガンマ線測定の成功は，このエネルギー領
域で重要になってくる交換電流 及び二体核子相関効果を電磁相互作用と云うプロープで探ることの
可能性を明らかにしたもので，これらの中高エネルギーガンマ線研究の分野を開く研究として，意義
深い，よって本研究は理学博士の研究として十分価値ある極めて優れた研究と認める O
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